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目
次序

に
か
え
て

　
時
代
の
生
む
魅
力

―
中
塚
一
碧
楼
の
自
由
律
句
…
…
9

俳
句
史
に
お
け
る
自
由
律
／
「
俳
句
と
は
何
か
」
と
問
い
続
け
る

第
一
章
　
自
由
律
俳
句
に
つ
い
て

1
　
総
合
誌
『
俳
句
人
』
と
敗
戦
に
直
面
し
た
自
由
律
俳
人
た
ち
…
…
17

俳
句
全
集
か
ら
除
外
さ
れ
た
自
由
律
俳
句
／
『
俳
句
人
』
の
な
か
の
自
由
律
俳
句

『
俳
句
人
』
第
一
巻
よ
り
／
松
尾
敦
之
「
原
子
ば
く
だ
ん
の
跡
」

2
　
松
尾
敦
之
『
原
爆
句
抄
』
な
ど
…
…
29

「
と
ん
ぼ
う
、
子
を
焼
く
木
を
ひ
ろ
う
て
く
る
」
／
戦
時
中
の
松
尾
の
句
／
松
尾
の
戦
後
／
『
俳
句
人
』
第
二
巻
よ
り

3
　『
自
由
律
』
の
創
刊
と
生
活
の
自
然
詩
…
…
41
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目次

俳
句
雑
誌
の
統
合
と
分
裂
／
『
自
由
律
』
創
刊
号
「
第
一
輯
」
か
ら
／
戦
時
か
ら
日
常
へ

4
　
荻
原
井
泉
水
の
戦
後
の
出
発
（
上
）
…
…
53

勝
算
の
無
い
こ
と
は
解
り
き
つ
て
ゐ
た
／
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
精
神
／
『
千
里
行
』
と
『
一
不
二
』
よ
り

5
　
荻
原
井
泉
水
の
戦
後
の
出
発
（
下
）
…
…
65

激
動
の
時
代
で
も
ゆ
る
ぎ
な
く
／
時
代
へ
の
柔
軟
性
／
『
層
雲
』
復
刊
号
よ
り
／
『
層
雲
』
復
刊
後
の
内
紛

6
　
合
同
戦
争
俳
句
集
『
み
い
く
さ
集
』
が
描
い
た
銃
後
…
…
77

自
由
律
戦
争
俳
句
集
／
『
み
い
く
さ
集
』
の
銃
後
俳
句

7
　
改
造
社
『
俳
句
研
究
』
に
お
け
る
自
由
律
俳
句
…
…
87

俳
句
総
合
誌
『
俳
句
研
究
』
と
俳
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
／
秋
桜
子
に
よ
る
自
由
律
批
判

『
俳
句
研
究
』
第
一
巻
よ
り

8
　
昭
和
13
年
の
『
改
造
』『
俳
句
研
究
』
俳
句
欄
…
…
99

俳
句
欄
常
設
と
い
う
画
期
／
『
俳
句
研
究
』
昭
和
13
年
の
自
由
律
作
品
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9
　
終
戦
直
後
の
『
暖
流
』
と
自
由
律
俳
句
の
理
念
…
…
109

『
暖
流
』
の
復
刊
／
論
客
が
集
う
雑
誌

10
　
荻
原
井
泉
水
が
継
承
し
た
芭
蕉
の
精
神
（
上
）
…
…
117

正
統
性
の
根
拠
と
し
て
の
芭
蕉
俳
諧
／
井
泉
水
と
楸
邨
の
芭
蕉
俳
句
評
釈

11
　
荻
原
井
泉
水
が
継
承
し
た
芭
蕉
の
精
神
（
下
）
…
…
125

そ
れ
ぞ
れ
の
芭
蕉
観
／
「
俳
句
の
本
質
は
自
由
律
」

12
　
萩
原
蘿
月
と
内
田
南
艸
、
ま
つ
も
と
・
か
ず
や
…
…
133

感
動
律
と
口
語
俳
句
／
蘿
月
の
個
性
／
南
艸
『
光
と
影
』
よ
り
／
ま
つ
も
と
・
か
ず
や
の
口
語
俳
句

第
二
章
　
自
由
律
俳
句
の
諸
相

1
　
中
塚
一
碧
楼
の
句
評
と
俳
句
…
…
147

句
評
か
ら
俳
句
観
を
追
う
／
季
節
感
横
溢
の
俳
風
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目次

2
　
荻
原
井
泉
水
の
句
評

―
草
田
男
・
虚
子
と
の
違
い
…
…
167

井
泉
水
の
句
評
／
草
田
男
と
虚
子
の
句
評

3
　
尾
崎
放
哉
と
種
田
山
頭
火
の
短
律
句
…
…
177

『
大
空
』
と
『
草
木
塔
』
よ
り
／
比
較
す
る
と
見
え
て
く
る
両
者
の
本
質
／
井
泉
水
の
放
哉
へ
の
強
い
思
い

4
　
橋
本
夢
道
の
長
律
句
…
…
193

二
十
〜
三
十
代
の
句
／
自
由
律
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
俳
句
へ
／
『
俳
句
生
活
』
の
創
刊

5
　
改
造
社
『
俳
句
三
代
集
』
別
巻
「
自
由
律
俳
句
集
」
…
…
207

別
巻
扱
い
さ
れ
た
自
由
律
／
参
加
を
辞
退
し
た
俳
人
た
ち

6
　『
層
雲
』
が
生
ん
だ
早
逝
の
俳
人
・
大
橋
裸
木
に
つ
い
て
…
…
215

「
骨
を
削
り
肌
に
刺
す
」
制
作
ぶ
り
／
短
律
時
代
／
荻
原
井
泉
水
の
二
行
句

7
　
三
重
県
で
生
ま
れ
た
自
由
律
俳
句
誌
『
碧
雲
』
…
…
229

ル
ビ
付
き
俳
句
を
批
判
／
田
園
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム



6

第
三
章
　
詩
人
の
俳
句

1
　
英
文
学
者
詩
人
・
佐
藤
清
の
俳
句
…
…
241

「
詩
は
言
葉
の
音
楽
的
表
現
で
あ
る
」
／
佐
藤
清
の
俳
句

2
　
国
民
詩
人
・
北
原
白
秋
と
自
由
律
俳
句
…
…
249

白
秋
の
俳
句
／
前
田
夕
暮
『
白
秋
追
想
』
／
前
田
夕
暮
の
俳
句

3
　
鷲
巣
繁
男

―
流
謫
の
詩
…
…
257

通
信
兵
か
ら
開
拓
農
民
へ
／
「
内
部
震
撼
な
く
し
て
真
の
韻
律
は
生
じ
な
い
」

4
　
木
下
夕
爾

―
孤
独
に
堪
え
る
…
…
271

孤
独
に
堪
え
抜
い
た
詩
人
／
閉
ざ
さ
れ
た
夢
／
友
人
・
村
上
菊
一
郎
の
俳
句

5
　
千
家
元
麿
の
一
行
詩
と
俳
句
…
…
285

徹
底
し
て
平
明
で
純
な
詩
／
「
寂
」
感
充
溢
の
世
界
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目次

6
　
北
園
克
衛

―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
た
ち
の
俳
句
…
…
299

北
園
克
衛
と
『
鹿
火
屋
』
／
『
風
流
陣
』
の
俳
句

7
　
日
夏
耿
之
介

―
社
交
の
俳
句
…
…
313

濃
厚
な
詩
語
／
日
夏
耿
之
介
の
俳
句

8
　
ゆ
り
は
じ
め

―
横
浜
大
空
襲
を
問
い
続
け
る
疎
開
派
…
…
323

疎
開
と
空
襲
／
『
キ
ヤ
ッ
ツ
ア
イ
』
と
成
田
猫
眼

付
録
・
荻
原
井
泉
水
著
書
目
録
抄
…
…
333

句
集
／
井
泉
水
句
集
年
刊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
／
合
同
句
集
／
全
集
／
俳
論
・
俳
句
入
門
書

芭
蕉
・
一
茶
・
子
規
関
係
／
尾
崎
放
哉
・
種
田
山
頭
火
関
係
／
随
筆
集
そ
の
他

あ
と
が
き
…
…
348
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序にかえて　時代の生む魅力──中塚一碧楼の自由律句

俳
句
史
に
お
け
る
自
由
律

　
二
〇
一
四
年
二
月
に
『
戦
争
俳
句
と
俳
人
た
ち
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
）
を
刊
行
し
た
が
、自
由
律
の
俳
人
に
つ
い
て
は
、

ご
く
一
部
を
除
い
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
と
い
う
思
い
が
残
っ
た
。
革
新
を
本
分
と
す
る
自
由
律

俳
句
に
と
っ
て
、
昭
和
維
新
と
か
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
な
ど
、
あ
る
意
味
で
の
「
革
新
」
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
自
由
律
俳
句
と
い
っ
て
も
多
く
の
人
々
は
ピ
ン
と
来
な
い
か
、
尾お

崎ざ
き

放ほ
う

哉さ
い

や
種た
ね

田だ

山さ
ん

頭と
う

火か

の
非
常
に
短
い
俳
句
の
こ

と
で
す
ね
、と
い
っ
た
程
度
の
認
識
だ
ろ
う
。
現
在
俳
句
そ
の
も
の
は
、
T 

B 

S
の
人
気
番
組
「
プ
レ
バ
ト
」
な
ど
で
、

そ
の
面
白
さ
や
難
し
さ
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
五
七
五
の
定
型
、
季
語
と
切
れ
字
の
効
用
、
取

り
合
わ
せ
の
妙
を
原
則
と
す
る
伝
統
的
俳
句
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
破
調
の
魅
力
も
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
ず
自

由
律
俳
句
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
「
咳
を
し
て
も
ひ
と
り
」（
放
哉
）
と
か
「
鉄
鉢
の
な
か
に
も
霰
」（
山

頭
火
）
と
い
っ
た
よ
う
な
句
を
提
出
し
て
も
評
価
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
専
門
的
な
俳
句
史
で
も
、
自
由
律
俳
句
は
除
外
さ
れ
る
か
別
扱
い
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
現
在
も
、
自
由
律
俳

句
結
社
「
青せ
い

穂ほ

」
主
催
の
尾
崎
放
哉
賞
（
一
般
と
高
校
生
を
対
象
）
が
設
け
ら
れ
、
普
及
活
動
を
し
て
い
る
が
、
実
際
に

序
に
か
え
て
　
時
代
の
生
む
魅
力

―
中
塚
一
碧
楼
の
自
由
律
句
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自
由
律
俳
句
を
作
る
俳
人
は
俳
句
人
口
に
比
し
て
少
な
く
、
ま
し
て
、
そ
の
将
来
性
、
文
学
と
し
て
の
可
能
性
が
論
じ

ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。

　　
前
記
拙
著
を
執
筆
し
て
い
た
折
に
読
ん
だ
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
際
し
て
の
飯い
い

田だ

蛇だ

笏こ
つ

の
評
論
の
中
で
、
中な
か

塚つ
か

一い
っ

碧ぺ
き

楼ろ
う

の
作
品
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

と
つ
と
う
鳥
と
つ
と
う
な
く
青
く
て
低
い
山
青
く
て
高
い
山

　
伝
統
俳
句
の
側
か
ら
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
作
品
な
の
だ
が
、
私
自
身
は
す
ご
く
惹
か
れ
る
も
の
を
感
じ
た
。
何
の

鳥
か
、「
凸
騰
（
と
つ
と
う
）」
な
ら
ば
、
雲ひ
ば
り雀
で
も
あ
ろ
う
か
、
高
い
鳴
き
声
で
高
く
舞
い
上
が
り
な
が
ら
鳴
い
て
い

る
。
言
葉
の
反
復
は
鳴
き
声
の
繰
り
返
し
を
反
映
し
、
さ
ら
に
「
青
く
て
低
い
山
青
く
て
高
い
山
」
と
こ
れ
も
反
復
表

現
す
る
と
同
時
に
、
目
の
前
に
広
が
る
夏
の
山
々
を
描
い
て
い
る
。「
と
つ
と
う
」
を
「
訥
々
」
と
取
る
な
ら
、
山
鳩

の
あ
の
独
特
の
繰
り
返
さ
れ
る
低
い
鳴
き
声
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
句
は
昭
和
5

年
、秋
田
の
檜ひ
の
き
な
い

木
内
で
の
句
会
の
折
、「
と
っ
と
う
と
っ
と
う
」と
い
う
鳥
の
鳴
声
を
聞
い
て
地
元
の
人
に
聞
く
と
「
と
っ

と
う
鳥
」と
教
え
ら
れ
た
が
、筒
鳥
を
訛
っ
て
発
音
し
た
も
の
ら
し
い
。偶
然
が
幸
い
し
て
生
ま
れ
た
句
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
立
風
書
房
の
『
鑑
賞
現
代
俳
句
全
集　
第
三
巻
』（
一
九
八
〇
）
に
は
、
明
治
41
年
か
ら
昭
和
21
年
に
及
ぶ
一
碧
楼
生

涯
の
作
品
か
ら
五
百
数
十
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
通
覧
す
る
と「
芝
生
」（
昭
和
3
〜
7
）、「
杜
」（
昭
和
7
〜
10
）、

「
若
林
」（
昭
和
11
〜
12
）
に
収
め
ら
れ
た
作
品
が
好
も
し
か
っ
た
。
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序にかえて　時代の生む魅力──中塚一碧楼の自由律句

水
母
が
浮
い
て
は
浮
い
て
は
出
舟
出
て
ゆ
く

わ
れ
に
か
も
ぬ
れ
て
花
さ
き
薊
草

子
を
生
し
子
を
生
し
て
棲
ま
ふ
に
赤
い
ゆ
す
ら
う
め

山
一
つ
山
二
つ
三
つ
夏
空

十
薬
の
花
が
白
い
な
ど
こ
の
や
う
な
生
涯

機
関
車
と
そ
れ
は
す
つ
か
り
別
も
の
の
草
に
ゐ
る
か
ま
き
り

ど
つ
ち
へ
も
流
れ
ぬ
ど
ぶ
な
ん
で
辛
夷
さ
い
た

魚
に
く
る
く
る
の
ま
な
こ
が
あ
り
冬
の
日
ひ
と
り
の
人
に
買
わ
れ
た

僕
が
一
疋
の
馬
で
あ
る
や
う
に
冬
の
日
或
時
の
感
触

す
う
た
ら
ぴ
い
た
ら
少
年
ピ
ッ
コ
ロ
を
吹
く
春
の
地
し
め
り

　
こ
と
に
最
後
の
作
品
「
す
う
た
ら
ぴ
い
た
ら
」
は
中
原
中
也
の
詩
の
よ
う
で
あ
る
。
深
い
人
生
洞
察
と
か
「
わ
び
さ

び
」
で
は
な
い
言
葉
の
面
白
さ
や
リ
ズ
ム
が
詩
情
豊
か
に
踊
っ
て
い
る
。
現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
う
ま
い
」
俳
句
や
、「
難

解
な
」
俳
句
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。

　
『
中
塚
一
碧
楼
研
究
』（
尾
崎
縲
子
著
）、『
俳
人
中
塚
一
碧
楼
』（
森
脇
正
之
編
）、『
中
塚
一
碧
楼
―
俳
句
と
恋
に
賭

け
た
前
半
生
』（
瓜
生
敏
一
著
）
な
ど
を
一
瞥
す
る
と
、
一
碧
楼
の
句
に
西
洋
詩
の
影
響
が
顕
著
な
の
は
「
芝
生
」
以
前

の
よ
う
で
、「
芝
生
」
以
降
は
一
種
東
洋
的
な
虚
無
感
が
加
わ
る
と
い
う
。
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中
也
の
『
山
羊
の
歌
』（
昭
和
9
）、『
在
り
し
日
の
歌
』（
昭
和
12
）
収
録
作
品
の
生
ま
れ
た
時
期
は
右
の
一
碧
楼
の
作

品
制
作
時
期
と
大
略
重
な
る
。
例
え
ば
、『
山
羊
の
歌
』「
春
の
夜
」
の
第
一
聯
は
、

燻
銀
な
る
窓
枠
の
中
に
な
ご
や
か
に　
一
枝
の
花
、
桃
色
の
花
。

　
あ
る
い
は
「
黄
昏
」
の
や
は
り
第
一
聯
、

渋
つ
た
仄
暗
い
池
の
面
で
、
寄
り
合
つ
た
蓮
の
葉
が
揺
れ
る
。

　
文
学
作
品
が
似
て
い
る
と
か
共
通
す
る
と
か
は
個
人
的
な
感
懐
に
過
ぎ
な
い
が
、
時
代
の
流
れ
と
い
う
の
は
詩
人
の

心
に
共
通
の
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
大
正
中
期
か
ら
昭
和
10
年
に
か
け
て
日
本
の
文
化
全
般
で
大
き
な
変
革
が
起
き
て
い
た
。間
に
関
東
大
震
災
と
い
う
、

日
本
全
体
を
揺
る
が
す
大
惨
事
を
挟
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア
革
命
も
あ
っ
た
が
、
震
災
は
、
被
災
し
た
人
々
に
は
失
礼
な

言
い
方
に
な
る
が
、
日
本
に
一
種
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
齎
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
潮
流
が
一
気
に

押
し
寄
せ
、
未
熟
な
市
民
社
会
の
上
に
、
表
面
だ
け
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
模
倣
が
始
ま
っ
た
。
模
倣
か
ら
始
ま
っ
た
が
影

響
も
成
果
も
大
き
か
っ
た
。し
か
し
基
盤
の
弱
い
も
の
は
、次
の
戦
争
の
時
代
に
敢
え
な
く
多
く
が
伝
統
回
帰
し
て
い
っ

た
。
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序にかえて　時代の生む魅力──中塚一碧楼の自由律句

　
日
本
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
俳
句
界
も
同
様
で
あ
る
。
子
規
の
始
め
た
俳
句
改
革
か
ら
、
河か
わ

東ひ
が
し
碧へ
き
梧ご

桐と
う
の

新
傾
向
俳
句
が
生
じ
、
伝
統
俳
句
の
中
か
ら
新
興
俳
句
運
動
が
起
き
、
新
傾
向
俳
句
か
ら
自
由
律
俳
句
が
生
ま
れ
、
自

由
律
俳
句
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
俳
句
が
派
生
し
て
い
っ
た
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
流
れ
で
あ
る
。
残
っ
た
も
の
は
あ

る
の
だ
が
、
十
五
年
戦
争
は
俳
句
変
革
の
気
運
を
押
し
流
し
て
い
っ
た
。

「
俳
句
と
は
何
か
」
と
問
い
続
け
る

　
『
戦
争
俳
句
と
俳
人
た
ち
』
を
書
く
中
で
、
時
代
に
抗
い
弾
圧
さ
れ
た
俳
人
た
ち
が
い
る
一
方
で
、
時
代
に
迎
合
し
、

自
ら
戦
意
高
揚
に
走
っ
た
一
群
の
俳
人
は
い
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
滅
ん
で
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
俳
句
形
式
を
、
彼

等
が
守
っ
た
と
い
う
一
面
の
功
績
に
気
が
付
い
た
の
で
あ
る
。

　
俳
句
と
い
う
文
学
は
、
多
く
の
人
々
が
創
作
に
鑑
賞
に
交
互
に
関
わ
る
こ
と
で
成
立
す
る
文
学
で
あ
る
。
誰
も
が
創

作
者
で
あ
り
鑑
賞
者
に
な
れ
、
全
国
に
俳
句
を
楽
し
む
結
社
や
同
人
組
織
が
あ
り
、
各
々
が
俳
句
雑
誌
を
刊
行
す
る
と

い
う
よ
う
な
文
化
は
他
の
国
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
う
い
う
俳
句
文
化
が
戦
時
中
存
続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
終
戦
後
に
は
「
第
二
芸
術
論
」
の
中
で
再
び
俳
句
の
存
在
価
値
論
が
再
燃
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
終
戦
後
、
自
ら
の
戦
時
中
の
言
動
が
人
間
と
し
て
、
表
現
者
と
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
頬
か
む
り
や

忘
却
す
る
こ
と
な
く
、
真
摯
に
反
省
す
る
必
要
は
不
可
欠
で
、
そ
れ
が
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
は
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
今
後
も
私
は
、
俳
人
た
ち
の
戦
中
の
言
動
を
発
掘
、
紹
介
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
大
切
な
の
は

失
敗
か
ら
の
再
生
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
れ
も
俳
句
の
伝
統
が
守
ら
れ
て
は
じ
め
て
意
味
の
あ
る
こ
と
と
な
る
。

　
同
時
に
伝
統
と
呼
ば
れ
る
「
俳
句
」
と
い
う
形
式
は
ど
う
い
う
も
の
な
ん
だ
ろ
う
、
定
型
は
疑
う
余
地
の
な
い
も
の
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な
の
か
、
そ
ち
ら
に
私
の
関
心
が
移
っ
て
い
っ
た
。
何
ゆ
え
に
、
自
由
律
を
選
ん
だ
人
た
ち
が
現
れ
た
の
か
。
彼
ら
は

伝
統
派
の
俳
人
た
ち
よ
り
も
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
定
型
を
意
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
由
律
俳
句
は
戦
前
終
戦
直

後
の
一
時
の
隆
盛
を
過
ぎ
る
と
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
同
人
誌
『
鬣
た
て
が
み』

に
連
載
し
て
い
た
自
由
律
俳
句
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
資
料
の
不
足
な
ど
も
あ
り
、
12
回
で
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
が
、
視
点
を
変
え
て
、「
自
由
詩
」「
現
代
詩
」
の
詩
人
た
ち
の
中
に
は
、
俳
句
を
作
る
詩
人
が
か
な
り
い
る
。

彼
ら
は
明
治
時
代
の
新
体
詩
の
よ
う
に
音
韻
を
踏
む
作
品
で
は
な
く
、
自
由
な
発
想
や
表
現
法
で
詩
を
書
い
て
い
る
。

彼
ら
が
書
く
俳
句
も
ま
た
自
由
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
、
と
調
べ
始
め
る
と
、
殆
ど
が
極
め
て
定
型
を
遵
守
し
た
俳

句
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
『
鬣
』
に
「
詩
人
と
俳
句
」
と
し
て
連
載
し
た
。
詩
や
俳
句
の
理
解
も
お
ぼ
つ
か
な
い
の
に
無

謀
な
試
み
だ
が
、
分
か
っ
た
こ
と
は
、
か
れ
ら
詩
人
は
意
外
に
も
、
定
型
、
季
語
な
ど
の
制
約
を
遊
ん
で
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
本
を
書
き
上
げ
感
ず
る
の
は
、
俳
句
に
お
け
る
五
七
五
と
い
う
定
型
の
持
つ
力
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
自
由
律

俳
人
た
ち
も
、
そ
の
事
は
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
俳
句
と
い
う
文
学
行
為
は
「
俳
句
と
は
何
か
」
と
問
い
続
け
る

も
の
で
、
そ
の
正
解
の
な
い
解
答
を
得
る
た
め
に
、
個
々
が
様
々
な
試
行
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
問
い
へ
の

模
索
が
大
正
末
か
ら
昭
和
十
年
代
初
期
ま
で
と
、
終
戦
直
後
の
文
芸
復
興
期
に
燃
え
上
が
っ
た
。
そ
の
中
に
自
由
律
俳

人
た
ち
も
い
た
の
で
あ
る
。
俳
句
に
関
わ
る
者
は
、
五
七
五
定
型
、
季
語
、
切
れ
字
の
効
用
に
凭
れ
か
か
る
こ
と
な
く
、

考
え
続
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
自
由
律
俳
人
た
ち
の
懸
命
な
足
跡
は
そ
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　



第
一
章
　
自
由
律
俳
句
に
つ
い
て

第
一
章
　
自
由
律
俳
句
に
つ
い
て
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1　総合誌『俳句人』と敗戦に直面した自由律俳人たち

俳
句
全
集
か
ら
除
外
さ
れ
た
自
由
律
俳
句

　
「
序
に
か
え
て　
中
塚
一
碧
楼
―
時
代
の
生
む
魅
力
」
で
も
書
い
た
の
だ
が
、
戦
争
俳
句
史
を
た
ど
る
上
で
、
自

由
律
俳
句
側
か
ら
そ
れ
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
な
と
気
が
付
い
た
。
し
か
し
、
自
由
律
俳
句
に
と
っ
て
試
練
の

時
を
迎
え
た
の
は
、
む
し
ろ
戦
後
の
第
二
芸
術
論
議
以
降
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
先
ず
敗
戦
に
直
面
し
た
自
由
律

俳
人
た
ち
の
動
向
か
ら
見
て
行
き
た
い
。

　
自
由
律
俳
句
史
、
自
由
律
作
品
史
は
何
点
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
現
在
手
元
に
あ
る
も
の
を
上
げ
る
と
、

『
俳
句
三
代
集
』
別
巻
自
由
律
俳
句
集　
荻
原
井
泉
水
・
中
塚
一
碧
楼
編　
改
造
社　
昭
和
15
年
4
月

『
自
由
律
俳
句
文
学
史
』
新
俳
句
講
座
第
一
巻　
西
垣
卍
禅
寺
編　
新
俳
句
社　
昭
和
35
年
5
月

『
自
由
律
俳
句
史
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
唐
沢
隆
三
著　
ソ
オ
ル
社　
昭
和
40
年
5
月

『
自
由
律
俳
句
の
道
―
荻
原
井
泉
水
と
そ
の
門
下
た
ち
』
井
上
三
喜
夫
著　
私
家
版　
昭
和
41
年

『
自
由
律
俳
句
史
雑
記
』
唐
沢
隆
三
著　
ソ
オ
ル
社　
昭
和
46
年
11
月

『
自
由
律
俳
句
文
学
史
』
上
田
都
史
著　
永
田
書
房　
昭
和
50
年
7
月

1
　
総
合
誌
『
俳
句
人
』
と
敗
戦
に
直
面
し
た
自
由
律
俳
人
た
ち



18

『
自
由
律
俳
句
史
『
層
雲
』
百
年
に
関
す
る
史
的
研
究
』
小
山
貴
子
著　
私
家
版　
平
成
25
年
12
月

　
他
に
も
、「
新
俳
句
講
座
」
第
三
巻
『
自
由
律
俳
句
作
品
集
』
や
、上
田
都
史
・永
田
龍
太
郎
編
『
自
由
律
俳
句
作
品
史
』

な
ど
が
あ
る
が
、本
書
で
は
、極
力
、実
際
の
資
料
に
そ
っ
て
私
自
身
の
感
想
と
作
品
や
評
論
類
を
紹
介
し
て
行
き
た
い
。

　
現
代
俳
句
文
学
全
集
類
か
ら
、ほ
ぼ
自
由
律
俳
句
は
除
外
さ
れ
、自
由
律
を
代
表
す
る
荻お
ぎ

原わ
ら

井せ
い

泉せ
ん

水す
い

や
中
塚
一
碧
楼
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
俳
句
系
の
栗く
り

林ば
や
し

一い
っ

石せ
き

路ろ

（
農
夫
）、
橋は
し

本も
と

夢む

道ど
う

の
全
集
（
評
論
を
含
む
全
句
集
は
あ
る
）
も
刊
行
さ
れ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
一
般
に
も
人
気
の
高
い
種
田
山
頭
火
や
尾
崎
放
哉
は
、
か
な
り
の
程
度
そ
の
文
業
が
集
め
ら
れ
て
お

り
、
詳
し
く
そ
の
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
二
人
の
み
を
見
て
、
自
由
律
俳
句
の

世
界
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

『
俳
句
人
』
の
な
か
の
自
由
律
俳
句

　
と
も
か
く
も
、最
初
は
終
戦
後
の
俳
句
界
の
動
き
を
も
っ
と
も
反
映
し
て
い
る
新
俳
句
人
聯
盟
の
機
関
誌
『
俳
句
人
』

に
発
表
さ
れ
た
、
自
由
律
俳
句
を
見
て
い
き
た
い
。
新
俳
句
人
聯
盟
は
、『
現
代
俳
句
大
事
典
』（
2 

0 

0 

5
・
三
省
堂
）

に
よ
れ
ば
、「
第
二
次
大
戦
下
に
弾
圧
さ
れ
た
新
興
俳
句
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
俳
句
運
動
に
携
わ
っ
た
俳
人
た
ち
を
中
心

に
、
民
主
的
俳
句
運
動
の
全
国
組
織
と
し
て
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
5
月
に
結
成
さ
れ
た
俳
句
団
体
。
戦
中
の
日
本

文
学
報
国
会
俳
句
部
会
に
よ
る
俳
壇
支
配
を
打
破
し
て
、
民
主
的
な
文
化
活
動
を
担
う
俳
句
の
再
建
と
進
展
を
意
図
し

た
。
活
動
目
的
と
し
て
、
俳
句
本
質
の
究
明
・
現
代
俳
句
の
確
立
・
封
建
的
結
社
意
識
の
排
除
等
を
掲
げ
た
」（
川
名
大
）

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
中
世
和
歌
の
研
究
者
で
、『
寒
雷
』
に
よ
る
俳
人
で
も
あ
っ
た
故
井
上
宗
雄
先
生
旧
蔵
の
俳
句
雑
誌
を
、
数
年
前
入
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1　総合誌『俳句人』と敗戦に直面した自由律俳人たち

手
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
中
に
『
俳
句
人
』
が
、
昭
和
21

年
11
月
の
創
刊
号
か
ら
昭
和
25
年
5
月
号
ま
で
揃
い
で
は
な
い
が

19
冊
ほ
ど
あ
る
。
俳
句
文
学
館
に
は
完
備
し
て
い
る
が
、
手
元
に

あ
る
意
味
は
ま
た
別
で
あ
る
。

　
そ
の
『
俳
句
人
』
終
戦
直
後
の
号
を
通
覧
し
て
い
る
と
、
極
め

て
政
治
性
の
強
い
雑
誌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
述
の
川
名
氏

の
事
典
解
説
も
、
続
け
て
「
戦
後
俳
壇
の
推
進
力
と
な
っ
た
が
、

翌
年
（
昭
和
22
）
6
月
、
政
治
と
文
学
の
問
題
で
紛
糾
、
新
興
系
俳
人
の
多
く
が
脱
退
し
た
」
と
あ
る
。
政
治
と
文
学

の
問
題
は
永
遠
に
解
け
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
功
罪
は
別
と
し
て
、『
俳
句
人
』
の
出
発
期
に
提
出
さ
れ

た
左
の
記
事
な
ど
は
、
伝
統
俳
句
オ
ン
リ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
今
日
、
再
考
さ
れ
て
よ
い
テ
ー
マ
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

戦
争
中
の
俳
壇　
　
　
　
　
古
家
榧
夫　
　
　
　
　
第
一
巻
一
号

座
談
会
・
再
出
発
に
あ
た
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
巻
二
号

俳
壇
戦
犯
裁
判
の
こ
と　
　
湊
楊
一
郎　
　
　
　
　
　
同

俳
壇
の
戦
犯
問
題
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
巻
三
号

俳
句
に
お
け
る
封
建
制　
栗
林
一
石
路　
　
　
　
　
　
同

リ
ア
リ
ズ
ム
俳
句
の
道　
　
橋
本
夢
道　
　
　
　
　
第
一
巻
四
号

『俳句人』創刊号
（昭和 21年 11 月）
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私
は
何
を
し
た
か　
　
　
　
栗
林
一
石
路　
　
　
　
第
一
巻
五
号

草
田
男
の
犬　
　
　
　
　
　
赤
城
さ
か
え　
　
　
　
第
一
巻
七
号

文
化
革
命
と
俳
句
運
動　
　
栗
林
一
石
路　
　
　
　
第
一
巻
八
号

新
俳
壇
論
―
俳
句
を
愛
す
る
大
衆
と
共
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
辰
之
助　
　
　
　
第
二
巻
二
号

　
自
由
律
俳
句
誌
で
は
な
く
、
俳
句
総
合
誌
の
中
、
つ
ま
り
全
体
的
な
俳
句
の
世
界
に
お
け
る
当
時
の
自
由
律
俳
句
を

見
る
に
は
、『
俳
句
人
』
が
ま
ず
は
適
当
か
と
思
う
。
当
時
の
自
由
律
俳
句
の
紹
介
と
し
て
順
に
上
げ
て
い
き
た
い
。

『
俳
句
人
』
第
一
巻
よ
り

　
創
刊
号
（
昭
和
21
年
11
月
）

　
炎
天　
読
売
闘
争
本
部
に
て　
　
栗
林
一
石
路

た
た
か
ふ
顔
が
ひ
し
ひ
し
と
そ
と
は
日
ざ
か
り

汗
の
香
の
機
械
を
恋
ふ
る
君
と
ゐ
る

機
械
と
ゐ
た
い
心
炎
天
に
お
さ
え
て
ゐ
る

炎
天
青
し
職
場
に
帰
る
日
の
こ
と
を

君
の
汗
の
香
に
い
く
日
の
た
た
か
ひ
を
お
も
ふ



21

1　総合誌『俳句人』と敗戦に直面した自由律俳人たち

　
夏
う
ぐ
ひ
す　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
夢
道

バ
ス
を
待
つ
炎
天
の
一
列
が
あ
る

水
の
す
ず
し
い
川
は
炎
天
の
中

と
に
か
く
過
去
を
捨
て
に
夏
鶯
の
旅
に
ゐ
る

あ
を
じ
そ
に
蝉
の
殻
あ
り
蝉
の
過
去

夏
木
立
昆
虫
一
つ
死
に
て
墜
つ

　　
第
一
巻
二
号
（
昭
和
22
年
1
月
）

　
祭
と
人
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
夢
道

炎
天
に
ゆ
れ
つ
ゝ
太
鼓
は
草
や
花
に
ひ
び
く

赤
い
ダ
リ
ア
の
炎
天
で
神
輿
は
置
か
れ
金
色
に

い
く
さ
な
き
人
生
が
来
て
夏
祭

喧
騒
も
し
人
は
祭
を
た
の
し
め
り

も
し
人
生
が
祭
で
あ
れ
ば
ま
た
さ
び
し

　
終
戦
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
武
二

本
は
み
な
焼
け
て
し
ま
ひ
秋
の
灯
の
下
に
あ
る
二
三
冊
の
本

惜
し
か
つ
た
本
の
思
出
も
虫
に
啼
き
細
ら
れ
て
ゐ
る
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壁
に
己
れ
の
影
遠
い
軽
音
楽
も
秋
の
宵
す
ぎ

一
間
き
り
の
住
居
に
も
馴
れ
て
紅
葉
が
色
づ
い
て
く
る

紅
葉
も
お
ほ
か
た
は
散
り
罹
災
者
と
し
て
冬
に
真
向
ふ

　
霧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
一
石
路

風
鈴
が
鳴
り
秋
風
と
お
も
ひ
一
人
ゐ
る

秋
晴
妻
と
な
に
や
か
や
家
の
う
ら
お
も
て

秋
日
照
る
顔
一
つ
一
つ
あ
き
ら
か
に

霧
に
う
し
ろ
す
が
た
は
た
ら
き
に
ゆ
く

秋
日
う
す
し
罷
業
の
デ
ス
ク
や
や
埃
り

　　
第
一
巻
三
号
（
昭
和
22
年
5
月
）

　
悪
農
悪
商　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
夢
道

地
位
も
な
し
悪
農
と
い
わ
れ
て
も
米
を
か
く
し
て
お
く

作
り
た
い
い
つ
し
ん
に
肥
料
の
さ
ぎ
り
に
も
か
か
り
馬
鹿
を
見
た

悪
商
ヤ
ミ
屋
だ
が
し
か
た
が
な
い
悪
政
を
に
く
む

へ
つ
ら
へ
ば
こ
と
の
事
情
を
の
み
こ
ん
で
ま
た
く
る
役
人
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1　総合誌『俳句人』と敗戦に直面した自由律俳人たち

　
ひ
け
ど
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
一
石
路

労
働
者
ぐ
ん
ぐ
ん
ひ
け
て
く
る
夕
日
に
染
ま
り

工
場
を
出
る
と
か
ら
だ
で
風
に
ぶ
つ
か
つ
て
ゆ
く

し
ま
き
に
赤
く
日
の
落
ち
る
方
へ
ひ
け
て
ゆ
く

工
場
は
ひ
け
て
書
記
局
に
ひ
と
り
少
女
と
花

ハ
モ
ニ
カ
ふ
い
て
少
年
工
は
冬
木
に
よ
る

　　
第
一
巻
四
号
（
昭
和
22
年
6
月
）

　
銀
座
風
物
詩　
街
に
生
く
る
人
　々
栗
林
一
石
路

く
ら
い
冬
で
あ
つ
た
街
へ
花
屋
が
で
き
た

人
生
は
花
で
す
よ
奥
さ
ん
―
と
花
屋
売
り
く
る

春
だ
―
と
は
お
も
い
ま
た
直
角
に
街
を
ま
が
る

ガ
ー
ド
下
か
ら
春
が
あ
か
る
す
ぎ
る
靴
み
が
き

柳
が
芽
ぶ
く
夕
刊
売
は
母
子
で
あ
ろ
う
か

　
銀
座
風
物
詩　
プ
チ
ブ
ル
の
街　
　
橋
本
夢
道

プ
チ
ブ
ル
の
街
だ
銀
座
の
柳
や
わ
ら
か
に
青
む

銀
座
が
お
び
え
始
ま
ろ
う
と
す
る
朝
日
が
空
の
時
計
に
射
し
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銀
座
十
字
路
十
字
に
せ
か
さ
れ
ず
十
字
に
ゆ
く
笛
を
吹
か
る

儲
け
た
い
い
つ
し
ん
銀
座
千
軒
の
鍋
が
火
に
か
け
ら
れ

昼
の
銀
座
蒲
や
き
の
に
お
い
に
し
み
て
目
で
見
す
ぐ

生
活
日
々
に
衰
え
こ
こ
で
ズ
ル
チ
ン
し
る
こ
が
流
れ
こ
む
胃
袋

銀
座
に
も
子
供
が
い
る
ぞ
屈
せ
ず
砂
に
汚
れ

人
く
さ
き
紙
幣
を
数
え
銀
座
大
小
の
ネ
オ
ン
消
ゆ

　
第
一
巻
五
号
（
昭
和
22
年
8
月
）

　
た
ま
ご　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
夢
道

子
供
の
と
き
母
は
卵
を
肺
病
の
兄
に
の
み
食
わ
し
た

卵
の
記
憶
大
正
三
年
兄
は
そ
の
朝
卵
を
啜
り
て
死
す

悪
平
等
よ
働
か
ぬ
俺
が
サ
シ
ミ
、
テ
ン
プ
ラ
を
食
う
か

卵
よ
卵
よ
ど
ん
な
世
に
お
前
は
ど
ん
な
位
置
に
い
る

妻
よ
こ
の
卵
牝
ど
り
は
貧
富
の
た
め
に
生
ま
ざ
り
き

　
無
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
一
石
路

榧
夫
に
あ
お
う
春
の
雪
ふ
る
よ
り
消
え

本
屋
を
や
る
と
榧
夫
は
雨
の
日
曜
も
い
な
い
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1　総合誌『俳句人』と敗戦に直面した自由律俳人たち

榧
夫
が
引
越
し
の
縄
で
ひ
つ
か
ら
げ
て
ぶ
つ
か
さ
ね
て
あ
る
本

も
つ
て
ゆ
か
れ
た
本
は
よ
い
本
の
引
越
し
の
ほ
こ
り

く
ら
し
も
い
つ
し
よ
に
引
越
し
の
本
と
榧
夫
の
奥
さ
ん

　
第
一
巻
七
号
（
十
、十
一
月
合
併
号
）（
昭
和
22
年
11
月
）

　
希
望
（
四
十
一
句
よ
り
は
じ
め
の
八
句
抄
録
）
小
澤
武
二

希
望
が
あ
る
の
で
生
き
て
は
ゆ
く
春
の
う
す
ず
く
陽
だ

叛
く
と
見
せ
て
叛
き
得
ぬ
子
の
心
を
知
つ
て
い
る
春
の
夜

ほ
ん
に
麦
畑
の
青
さ
子
供
の
よ
う
に
叫
び
た
い
な

れ
ん
ぎ
よ
う
が
咲
く
の
で
心
に
蘇
つ
て
く
る
も
の

『俳句人』第一巻七号
（昭和 22年 11 月）

な
ん
て
汚
な
い
姿
で
春
の
地
に
掃
き
お
ろ
さ
れ
る

い
つ
も
大
鞄
さ
げ
て
自
分
で
闇
屋
と
い
ふ
寒
い
姿
だ

致
死
量
と
い
ふ
粉
薬
見
せ
て
白
い
歯
を
出
し
て
笑
つ
た

獣
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
街
に
降
り
て
務
め
て
ゆ
く

　
第
一
巻
八
号
（
昭
和
22
年
12
月
）

　
生
活
の
花
束
（
十
四
句
よ
り
は
じ
め
の
六
句
抄
録
）
橋
本
夢
道

乳
離
れ
の
子
が
乳
の
向
う
に
ど
う
な
る
か
解
か
ら
ぬ
世
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希
望
を
も
ち
絶
望
に
な
り
私
も
世
に
食
い
下
が
る
一
人

や
つ
と
バ
ス
に
乗
れ
た
こ
と
も
ほ
つ
と
生
活
の
断
片

前
、
人
の
真
似
を
し
て
暮
ら
せ
ば
何
と
な
る
だ
ろ
う
ね

椅
子
に
机
が
あ
る
美
服
な
く
生
活
の
腰
か
け
て
い
る

生
き
て
死
ん
だ
よ
う
な
勇
気
が
い
る
生
活
の
前
後
ろ

　　
以
上
、
第
一
巻
の
中
よ
り
自
由
律
俳
句
を
抄
録
し
た
。
栗
林
一
石
路
が
新
俳
句
人
聯
盟
初
代
幹
事
長
だ
が
、
全
体
か

ら
見
て
自
由
律
が
け
し
て
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
性
の
勝
っ
た
生
活
句
、
し
か
も
連
作
が
殆
ど
で
あ
る
。

松
尾
敦
之
「
原
子
ば
く
だ
ん
の
跡
」

　
『
俳
句
人
』
第
一
巻
で
橋
本
夢
道
が
三
回
に
亘
っ
て
「
自
由
律
俳
句
鑑
賞
」（
二
号
、六
号
、七
号
）
を
連
載
し
て
い
る
。

む
し
ろ
こ
こ
で
取
り
上
げ
紹
介
し
て
い
る
作
品
の
方
が
面
白
い
。
こ
と
に
第
三
回
目
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
層
雲
』
の

松
尾
敦あ
つ

之ゆ
き

「
原
子
ば
く
だ
ん
の
跡
」
十
句
は
心
を
う
つ
。
十
句
全
部
を
読
み
た
い
が
、
取
り
あ
え
ず
夢
道
が
取
り
上
げ

て
い
る
九
句
を
紹
介
す
る
。

こ
と
き
れ
し
子
を
そ
ば
に
、
木
も
家
も
な
く
明
け
て
く
る
（
二
児
ば
く
死
）

す
べ
な
い
地
に
置
け
ば
子
に
む
ら
が
る
蝿

炎
天
子
の
い
ま
わ
の
水
を
さ
が
し
に
ゆ
く
（
長
男
亦
死
す
）



27

1　総合誌『俳句人』と敗戦に直面した自由律俳人たち

こ
の
世
の
一
夜
を
母
の
そ
ば
に
、
月
が
さ
し
て
ゐ
る
か
ほ

外
に
は
二
つ
、
壕
の
内
に
も
月
さ
し
て
く
る
な
き
が
ら

ほ
の
ほ
、
兄
を
な
か
に
よ
り
そ
う
て
火
に
な
る

か
ぜ
、
子
ら
に
火
を
つ
け
て
た
ば
こ
い
つ
ぽ
ん
も
ら
う
て

ま
く
ら
も
と
子
を
骨
に
し
て
あ
わ
れ
ち
ち
が
は
る

な
に
も
か
も
な
く
な
つ
た
手
に
四
ま
い
の
爆
死
証
明

降
伏
の
み
こ
と
の
り
、
妻
を
や
く
火
い
ま
ぞ
熾
り
つ

　
こ
の
よ
う
な
作
品
を
読
む
と
、
定
型
も
自
由
律
も
関
係
な
く
な
る
。
松
尾
は
体
験
の
あ
と
ど
の
程
度
の
時
間
を
経
て

作
品
に
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。





29

2　松尾敦之『原爆句抄』など

「
と
ん
ぼ
う
、
子
を
焼
く
木
を
ひ
ろ
う
て
く
る
」

　
前
節
紹
介
し
た
、『
層
雲
』
の
俳
人
・
松
尾
敦
之
の
「
原
子
ば
く
だ
ん
の
跡
」
を
読
ん
で
く
れ
た
、『
円
錐
』
同
人
・

今
泉
康
弘
君
が
、『
松
尾
あ
つ
ゆ
き
日
記
―
原
爆
俳
句
、
彷
徨
う
魂
の
奇
跡
』（
平
田
周
編
・
長
崎
新
聞
社
）
と
い
う
新

書
本
が
最
近
刊
行
さ
れ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
偶
然
は
あ
る
も
の
だ
と
、
早
速
取
り
寄
せ
て
目
を
通
し
た
。

　
同
書
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
三
日
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
編
者
は
松
尾
の
た
だ
一
人
生
き
残
っ
た
娘
み
ち
子
の
長

男
で
あ
る
。

　
「
原
子
ば
く
だ
ん
の
跡
」
は
、
同
書
に
よ
れ
ば
『
層
雲
』
昭
和
21
年
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。『
松
尾

あ
つ
ゆ
き
日
記
』
は
「
覚
書
（
昭
和
20
年
8
月
9
日
〜
15
日
）」
と
「
日
記
（
昭
和
20
年
9
月
21
日
〜
21
年
6
月
9
日
）」
か
ら

な
る
が
、「
覚
書
」
は
被
災
後
に
日
記
形
式
で
記
録
さ
れ
た
も
の
で
既
発
表
、「
日
記
」
は
今
回
初
め
て
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
原
爆
で
妻
と
三
人
の
幼
い
子
供
を
亡
く
し
、
家
屋
家
財
を
も
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
は
職
ま
で
も
失
い
、
高
等
女
学

校
生
で
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
十
五
歳
の
娘
と
二
人
、
安
住
の
住
ま
い
を
求
め
な
が
ら
の
絶
望
の
日
々
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
い
ざ
と
な
れ
ば
二
人
阿
蘇
に
身
を
な
げ
て
自
殺
を
す
る
だ
け
だ
と
心
に
決
め
て
い
る
。
こ
の
瀕
死
の
娘
さ
え
死

ん
で
く
れ
れ
ば
と
時
に
思
う
が
、
や
は
り
支
え
は
娘
の
快
復
と
俳
句
で
あ
っ
た
。
で
き
た
俳
句
も
日
記
に
記
さ
れ
て
い

2
　
松
尾
敦
之
『
原
爆
句
抄
』
な
ど
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く
。
心
を
う
た
れ
る
作
品
が
多
い
け
れ
ど
も
、
左
の
三
句
は
痛
切
で
あ
る
。

た
よ
り
な
げ
な
陰
の
う
す
毛
も
、
母
の
な
い
子

た
て
に
し
て
も
よ
こ
に
し
て
も
動
か
な
く
な
っ
た
時
計
だ

よ
こ
に
ね
せ
て
お
け
ば
動
く
時
計

　
亡
き
妻
に
良
く
似
た
（
同
書
巻
頭
に
家
族
の
写
真
が
あ
る
）
身
体
の
き
か
な
い
、
う
ら
若
い
娘
を
父
が
入
浴
さ
せ
る
。

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
衣
食
や
優
れ
な
い
娘
の
体
調
な
ど
、
先
の
見
え
な
い
生
活
を
詠
ん
だ
哀
切
極
ま
り
な
い
句
だ
。

　
「
覚
書
」
に
は
前
節
紹
介
し
た
以
外
の
次
の
句
も
あ
る
。

と
ん
ぼ
う
、
子
を
焼
く
木
を
ひ
ろ
う
て
く
る

朝
霧
き
ょ
う
だ
い
よ
り
そ
う
た
な
り
の
骨
で

く
り
か
え
し
米
の
配
給
の
こ
と
を
こ
れ
が
遺
言
か

炎
天
、
妻
に
火
を
つ
け
て
水
の
む

　
松
尾
は
、
ど
ん
な
に
苦
し
い
時
で
も
、
句
を
作
り
続
け
た
。
俳
句
は
絶
望
の
中
、
微
か
で
は
あ
る
が
確
か
な
人
生
の

杖
た
り
え
て
い
る
の
だ
。
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2　松尾敦之『原爆句抄』など

戦
時
中
の
松
尾
の
句

　
手
元
に
『
層
雲
』
の
年
刊
句
集
に
当
た
る
『
層
雲
第
十
六
句
集
』（
昭
和
17
）
と
、戦
時
中
、『
層
雲
』
が
『
海
紅
』『
陸
』

と
雑
誌
統
合
さ
れ
『
日
本
俳
句
』
と
な
っ
て
い
た
時
期
の
作
品
を
集
め
た
『
自
由
律
俳
句
集
』（『
層
雲
句
集
第
二
十
二
集
』

に
あ
た
る
。
昭
和
33
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
、
松
尾
の
戦
時
中
の
句
を
紹
介
し
て
お
く
。

月
が
く
ら
く
な
つ
た
り
木
の
下
の
雪

暗
い
お
く
に
は
マ
リ
ア
様
と
御
子
、
み
ん
な
畑
に
で
て
ゐ
る

　
　
汗
し
て
、
草
の
つ
ゆ
も
わ
く
こ
ろ

　
　
青
田
の
は
て
の
海
の
雲
汽
罐
車
に
給
水
し
て
ゐ
る

　
　
出
征
の
こ
ゑ
、
機
械
の
よ
こ
か
ら
旗
と
つ
て
で
る

　
　
は
じ
め
て
握
る
手
の
放
て
ば
戦
地
へ
い
つ
て
し
も
う

し
ば
ら
く
は
出
征
の
う
た
ご
ゑ
と
ゆ
き
つ
と
め
へ
い
そ
ぐ

山
に
、
空
を
ま
も
る
灯
が
あ
つ
て
秋
め
く
満
天
の
星

蹄
鉄
う
つ
て
も
ら
う
て
ゐ
る
秋
ま
つ
り
の
よ
こ

み
ん
な
そ
ろ
う
て
ひ
と
り
は
ね
ん
ね
こ
の
な
か
せ
つ
ぶ
ん

港
を
出
る
と
荒
れ
て
ゐ
る
の
み
水
の
ひ
し
ゃ
く

も
う
蕗
の
と
ふ
が
陸
よ
り
も
き
も
の
一
枚
ぬ
く
い

夜
に
入
つ
て
風
が
お
ち
た
あ
か
ぎ
れ
の
貝
ぐ
す
り
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ね
ん
ね
こ
の
中
の
子
は
、
原
爆
被
害
の
と
き
も
赤
子
だ
っ
た
次
女
由
紀
子
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
こ
か
戦
時
中
の
重
苦

し
い
気
分
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
静
か
で
落
ち
着
い
た
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
句
だ
。
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
そ
の
生
活
を
破

壊
し
た
の
だ
。

　
前
節
と
今
節
紹
介
し
た
よ
う
な
松
尾
敦
之
の
思
い
は
、
果
た
し
て
定
型
で
表
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
松
尾
に
俳
句

が
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
無
い
幸
せ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
は
思
う
が
、詠
わ
れ
て
い
る
事
実
は
不
幸
そ
の
も
の
で
あ
る
。

松
尾
は
時
に
旧
約
の
「
ヨ
ブ
記
」
を
読
み
、
中な
か

里ざ
と

介か
い

山ざ
ん

「
大
菩
薩
峠
」
を
読
ん
で
心
の
支
え
と
し
て
い
た
。
否
応
な
く

襲
い
か
か
る
悲
劇
、
不
条
理
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

松
尾
の
戦
後

　
改
造
社
は
『
昭
和
万
葉
集
』
の
成
功
の
勢
い
を
受
け
て
『
俳
句
三
代
集
』
全
九
巻
別
巻
一
冊
を
企
画
し
た
。
本
編
完

結
後
の
昭
和
15
年
5
月
に
刊
行
さ
れ
た
別
巻
が
「
自
由
律
俳
句
集
」
で
荻
原
井
泉
水
と
中
塚
一
碧
楼
が
編
集
し
た
。

　
こ
の
本
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、こ
の
本
に
は
松
尾
敦
之
の
作
品
が
二
十
五
句
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
井
泉
水
や
一
碧
楼
な
ど
が
最
大
数
の
四
十
句
収
録
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
時
既
に
自
由
律
俳
句
界
で

は
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

空
に
も
く
れ
ん
、
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
に
居
ら
れ
る

絵
硝
子
ほ
の
あ
か
る
く
ど
こ
か
ら
か
風
が
は
い
つ
て
く
る
オ
ル
ガ
ン
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2　松尾敦之『原爆句抄』など

「
序
に
か
え
て
」、
巻
末
に
松
尾
の
「
爆
死
証
明
」
と
「
あ
と
が
き
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
足
跡
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。「
原
子
ば
く
だ
ん
の
跡
」
は
、
最
初
『
長
崎
文
学
』
に
送
っ
た
が
掲
載
さ
れ
ず
に
返
却
さ
れ
て
き
た
が
、

『
層
雲
』
に
は
昭
和
21
年
12
月
の
冬
季
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、昭
和
30
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
句
集
長
崎
』（
七
二
五

人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
に
収
録
さ
れ
、そ
の
序
文
で
『
長
崎
文
学
』
不
掲
載
は
占
領
軍
の
検
閲
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
た
。

『
層
雲
』は
検
閲
の
眼
を
逃
れ
た
こ
と
で
、当
時
こ
れ
を
読
ん
だ
橋
本
夢
道
が『
俳
句
人
』に
紹
介
し
た
わ
け
だ
。な
お
、「
爆

死
証
明
」
は
昭
和
25
年
に
俳
句
総
合
誌
『
俳
句
往
来
』
に
求
め
ら
れ
て
執
筆
、
後
に
『
中
央
公
論
』
昭
和
31
年
8
月
号

に
再
録
さ
れ
た
。
手
元
の
『
俳
句
往
来
』
を
調
べ
る
と
、
創
刊
号
の
特
集
記
事
と
し
て
、
瀧
春
一
の
俳
句
小
説
「
山
湖

に
て
」、
阪
口
涯
子
の
引
揚
手
記
「
大
連
脱
出
」
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
合
本
用
と
し
て
各
号
の
表
紙
を
外
し
た

も
の
で
発
行
年
月
が
わ
か
ら
な
い
が
、
昭
和
26
年
1
月
で
あ
る
。
古
川
克
己
の
編
集
で
泰
光
堂
の
刊
行
で
あ
る
。
第
二

号
巻
末
に
全
国
主
要
俳
人
住
所
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
松
尾
の
住
所
は
長
野
県
埴
科
郡
屋
代
町
屋
代
高
校
と
な
っ

て
い
る
。『
原
爆
句
抄
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
も
そ
の
点
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
23
年
に
再
婚
す
る
が
、「
心
の

松尾敦之著『原爆句抄』
（昭和 47年 10 月・私家版）

海
風
つ
つ
ぬ
け
る
み
あ
し
が
消
え
も
し
な
い
で
、
マ
リ
ア

な
ど
の
句
が
あ
る
。

　
巻
末
の
作
者
略
歴
に
よ
れ
ば
、
当
時
三
十
五
歳
、
商
業
学
校
教
員

で
句
集
『
浮
灯
台
』
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
連
載
原
稿
を
書
い
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
松
尾
の
『
原
爆

句
抄
』（
昭
和
47
）
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
巻
頭
に
井
泉
水
の
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痛
手
を
癒
し
、
新
し
い
生
活
に
入
る
」
た
め
、
長
野
県
の
高
等
学
校
に
転
任
、
長
野
で
は
同
県
の
被
爆
者
の
会
の
設
立

に
尽
力
、
昭
和
36
年
退
職
し
て
長
崎
に
戻
っ
た
よ
う
だ
。『
原
爆
句
抄
』
は
私
家
版
の
非
売
品
で
、
印
刷
は
長
崎
市
の

藤
木
博
英
社
で
あ
る
（
一
九
七
五
年
に
文
化
評
論
出
版
、
二
〇
一
五
年
に
書
肆
侃
侃
房
か
ら
再
刊
）。

『
俳
句
人
』
第
二
巻
よ
り

　
さ
て
、
前
節
に
続
き
、
新
俳
句
人
連
盟
の
『
俳
句
人
』
昭
和
23
年
分
（
手
元
に
あ
る
五
冊
の
み
だ
が
）
か
ら
自
由
律
作

品
を
紹
介
す
る
。

　
第
二
巻
一
号
（
昭
和
23
年
1
月
）

　
東
京　
　
　
　
木
村
飛
泉
子

　
関
東
水
害
地
十
五
句
よ
り

水
面
に
屋
根
だ
け
の
草
の
穂
に
秋
風
が
ゆ
れ
て
ゆ
く

水
禍
の
あ
と
に
村
あ
り
人
あ
り
夕
焼
蟲
の
聲

き
び
し
い
災
害
の
中
し
か
し
村
民
は
た
た
か
つ
て
ゐ
る

重
く
實
つ
て
キ
ビ
が
二
三
本
と
水
禍
地
蟲
が
啼
く
ば
か
り

白
衣
も
残
暑
の
汗
と
防
疫
液
を
さ
し
つ
ゞ
け
て
ゆ
く

　
さ
ん
ま
の
話　
十
三
句
よ
り　
橋
本
夢
道
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2　松尾敦之『原爆句抄』など

さ
ん
ま
食
い
た
し
さ
れ
ど
さ
ん
ま
は
空
を
泳
ぐ

も
し
も
さ
ん
ま
が
食
え
た
ら
千
辛
萬
苦
忘
る
べ
き
に

ほ
ん
と
う
の
話
せ
め
て
せ
め
て
さ
ん
ま
の
食
え
る
世
が
こ
い

東
京
や
働
け
ど
さ
ん
ま
も
食
え
ず
な
り
果
て
し

　
失
わ
れ
し
生
活　
十
句
よ
り　
山
口
草
蟲
子

教
権
は
立
た
ず
虹
い
つ
ぱ
い
の
雲
沈
み
又
流
る

地
の
鹽
と
よ
向
う
見
ず
に
焔
へ
飛
ぶ
こ
と
に
疲
れ
し
に

失
わ
れ
し
生
活
誰
の
目
か
明
日
あ
る
を
信
ぜ
む

人
を
恐
れ
る
わ
が
性
木
枯
の
深
夜
を
歸
ら
ざ
る

生
け
る
身
の
霧
に
犯
さ
れ
幾
夜
驛
に
睡
り
し

　
わ
が
う
た
（
四
）
九
句
よ
り　
　
　
橋
本
郁
夫

四
辻
に
汗
ぬ
ぐ
え
り
子
に
靴
買
わ
ね
ば
と
お
も
う

あ
れ
た
妻
の
手
に
子
の
重
み
を
移
す

つ
か
れ
て
は
つ
ひ
ひ
と
り
お
ど
け
て
み
る
か
が
み
に

　
浅
草
風
物
詩　
十
句
よ
り　
　
　
平
松
星
童
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や
け
て
小
さ
く
な
つ
た
観
音
さ
ま
よ
秋
陽
の
昏
い
な
か
に
お
ら
れ
る

オ
ペ
ラ
役
者
の
よ
う
な
燕
ひ
る
が
え
る
と
浅
草
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
人
が
い
て
秋
の
日

仲
見
世
あ
た
り
頭
に
ほ
こ
り
の
せ
て
あ
る
く
人
々
の
し
た
し
さ
浅
草

　
旗
江
（
十
月
一
日
に
生
ま
れ
た
長
女
）
十
四
句
よ
り　
津
田
白

月
が
日
の
や
う
に
か
が
や
く
二
人
目
の
子
が
生
ま
れ
る
ん
だ

産
湯
を
沸
か
し
な
が
ら
す
つ
か
り
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
俺
だ

子
よ
生
活
は
苦
し
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
お
前
も
喜
べ
よ

　
　

　
第
二
巻
二
号
（
昭
和
23
年
2
月
）

　
き
み　
二
十
一
句
よ
り　
　
川
村
志
靑

メ
モ
を
取
る
を
忘
れ
君
と
名
書
い
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
り
し
て
い
る

シ
グ
ナ
ル
靑
し
さ
よ
な
ら
と
い
つ
た
ば
つ
か
り
な
の
に

君
と
別
れ
て
車
窓
の
星
に
な
が
れ
る
電
線

　
流
氷
の
夜
明　
十
一
句
よ
り　
山
口
草
蟲
子

枯
草
を
焚
こ
う
流
氷
の
沖
鳴
が
せ
り
あ
が
つ
て
來
る

煤
け
た
ラ
ン
プ
死
ん
だ
漁
師
の
顔
浮
か
ん
で
い
て
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2　松尾敦之『原爆句抄』など

爐
に
く
べ
る
鳥
貝
葦
火
が
す
ぐ
ま
つ
黒
に
な
る

薬
罐
も
黙
り
こ
く
つ
て
流
氷
の
響
き
い
て
い
た

部
厚
い
ラ
ン
プ
流
氷
の
詩
稿
な
ど
う
そ
寒
く
て

　
亀
問
答　
十
五
句
よ
り　
　
　
橋
本
夢
道

冬
亀
の　
甲
ら　
か
わ
き
て　
人
の
世　
飢
ゆ

冬
の
日
を　
亀
は　
甲
ら
に
の
み　
た
ま
わ
る

冬
の
亀　
何
主
義
も　
特
に
理
屈
も
な
き　
目
つ
き

人
の
世
と
何
の
関
係
も
な
く
亀
は
甲
ら
の
中
に
生
く

亀
よ　
亀
よ　
貧
乏
の
饑
渇
に　
人
は
堪
う
べ
き
や

　
第
二
巻
三
号
（
昭
和
23
年
3
月
）

　
日
々
行
商　
三
十
二
句
よ
り　
　
加
藤
裸
秋

食
う
の
が
や
つ
と
で
ぼ
ろ
を
着
て
そ
れ
で
も
梅
が
ふ
く
ら
ん
で

こ
こ
も
買
つ
て
く
れ
な
い
ぬ
か
る
み
に
柊
の
花

行
商
の
わ
れ
に
ほ
う
れ
ん
草
の
赤
根
は
束
ね
て
あ
る
村

赤
々
と
冬
日
の
さ
な
か
を
行
商
人
と
し
て
ゆ
く

妻
に
日
銭
を
わ
た
し
て
お
く
朝
々
、
行
商
に
出
る
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土
龍
の
歌　
二
十
六
句
よ
り　
　
平
松
美
之

も
ぐ
ら
月
夜
は
は
て
も
な
く
ほ
つ
て
ゆ
く
泣
き
な
が
ら

も
ぐ
ら
は
も
う
泣
く
ま
い
と
お
も
い
上
は
木
の
葉
の
つ
も
る
お
と

も
う
何
も
信
じ
な
い
こ
と
に
し
も
ぐ
ら
口
う
ご
か
し
て
い
る

人
に
だ
ま
さ
れ
ず
お
の
れ
を
だ
ま
す
も
ぐ
ら
の
く
ら
い
な
が
い
夜

年
の
暮
の
人
間
ね
ず
み
の
よ
う
に
飢
え
て
出
歩
く

　
雪
の
山
脈　
五
十
四
句
よ
り　
　
栗
林
農
夫

農
地
革
命
が
わ
た
し
に
も
買
収
令
書
一
枚

買
い
あ
げ
ら
れ
る
冬
田
を
父
は
死
ん
で
い
る

も
う
わ
た
し
の
田
で
は
な
い
雪
の
ひ
と
並
め
に

ふ
る
さ
と
は
雪
の
山
朝
日
と
つ
つ
い
て

空
を
か
み
き
つ
て
山
脈
が
白
い
歯
の
よ
う
に

　
バ
ラ
ー
ド
・
ヂ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
（
連
作
俳
句
）　
古
家
榧
夫

　
司
法
省

天
皇
の
法
廷
焼
け
ぬ
見
て
通
る
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2　松尾敦之『原爆句抄』など

天
皇
の
法
廷
と
わ
に
が
ら
ん
ど
う

天
皇
の
法
廷
尾
崎
を
殺
せ
し
か

天
皇
の
法
廷
吾
児
を
餓
え
し
め
き

天
皇
の
法
廷
天
火
こ
れ
を
焼
く

　
独
房　

夕
暮
れ
が
夕
暮
れ
が
迫
つ
て
く
る

水
道
を
ひ
ね
つ
て
物
云
わ
ぬ
い
ち
に
ち

水
道
を
ド
ア
な
き
部
屋
に
聞
き
た
し
か
め
る

　
第
二
巻
四
号
（
昭
和
23
年
5
月
）

　
慟
哭
（
長
男
潤
郎
を
不
慮
に
失
ふ
）
二
十
一
句
よ
り　
　
　
福
安
愴
桑
子

一
さ
じ
の
水
一
さ
じ
の
林
檎
汁
あ
ゝ
何
と
美
味
し
が
る
子
よ
死
ぬ
な

七
時
間
の
縫
合
手
術
に
耐
へ
た
幼
い
命
に
お
う
お
う
と
親

寝
棺
に
ニ
ッ
コ
リ
し
た
死
顔
を
抱
き
入
れ
る

慟
哭
の
路
は
川
岸
に
あ
つ
て
そ
れ
を
登
り
降
り
る

遺
骨
を
抱
い
て
省
線
に
げ
つ
そ
り
と
、
然
し
嘘
で
は
な
い
の
だ

　
　

　
本
誌
の
旧
蔵
者
井
上
宗
雄
先
生
の
句
も
「
作
品
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
寒
雷
』
系
の
俳
人
の
筈
だ
が
、
本
誌
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で
は
何
故
か
自
由
律
の
作
品
で
あ
る
。

闇
屋
と
言
わ
れ
て
も
学
生
日
を
リ
ユ
ツ
ク
に
負
う
て
ゆ
く

零
が
四
つ
つ
い
て
い
る
税
金
が
來
て
い
る
春
先
の
店
先

税
金
よ
り
も
母
の
泣
き
ご
と
に
つ
ら
く
坐
つ
て
い
る

重
い
リ
ユ
ツ
ク
で
歸
て
來
た
母
は
何
べ
ん
も
思
い
出
す

天
皇
に
も
赤
旗
に
も
か
か
わ
り
な
く
窓
口
に
税
金
納
め
る

　
昭
和
23
年
の
『
俳
句
人
』
に
お
け
る
自
由
律
俳
句
は
、
前
年
よ
り
も
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。
す
べ
て
生
活
詠
と
言
っ

て
よ
い
。
リ
ア
リ
ズ
ム
俳
句
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
俳
句
は
作
者
の
生
活
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
だ
が
、
あ
く
ま
で

も
芸
術
で
あ
り
、創
作
で
あ
り
、生
活
＝
俳
句
で
は
な
い
。美
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
。俳
句
に
於
け
る
美
と
は
何
か
。

そ
れ
は
調
べ
で
あ
っ
た
り
、
花
鳥
諷
詠
の
よ
う
な
、
謡
わ
れ
る
内
容
そ
の
も
の
の
美
で
あ
っ
た
り
、
も
っ
と
奥
に
あ
る
、

人
間
が
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
思
い
を
俳
句
と
い
う
形
に
つ
く
り
あ
げ
る
、
そ
の
行
為
そ
の
も
の
が
美
と
も
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ア
リ
ズ
ム
俳
句
を
前
に
す
る
と
、
俳
句
の
美
と
は
何
か
と
い
う
思
い
が
一
層
強
く
な
る
。
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3　『自由律』の創刊と生活の自然詩

俳
句
雑
誌
の
統
合
と
分
裂

　
昭
和
15
年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
日
本
俳
句
作
家
協
会
は
第
一
部
伝
統
派
（
有
季
定
型
）、
第
二
部
自
由
律
（
後
に
内
在

律
と
改
称
）
及
び
新
興
派
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
同
会
は
、
昭
和
17
年
2
月
に
日
本
文
学
報
国
会
に
抱
合
さ
れ
俳
句
部

会
と
な
っ
て
一
部
二
部
の
区
別
は
な
く
な
る
が
、
後
の
第
二
芸
術
論
で
は
な
い
が
、
一
部
二
部
と
い
う
区
別
は
お
か
し

な
も
の
と
い
う
し
か
な
い
。
た
だ
、
現
在
も
俳
句
史
を
語
る
と
き
、
自
由
律
は
そ
の
範
疇
に
入
れ
な
い
か
、
考
察
さ
れ

る
に
し
て
も
わ
ず
か
に
触
れ
る
程
度
の
扱
い
で
し
か
な
い
。

　
確
か
に
主
流
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
自
由
律
だ
が
、
そ
ん
な
中
で
も
派
閥
が
あ
っ
て
離
合
集
散
を
重
ね
て
き
た
。
特

に
戦
時
中
は
、
雑
誌
の
統
合
で
、
自
由
律
の
二
大
誌
で
あ
る
荻
原
井
泉
水
主
宰
の
『
層
雲
』
と
、
中
塚
一
碧
楼
主
宰
の

『
海
紅
』
が
昭
和
19
年
5
月
に
統
合
さ
れ
『
日
本
俳
句
』
と
な
っ
た
。
こ
の
誌
名
は
両
者
の
母
体
で
あ
る
河
東
碧
梧
桐

が
選
を
担
当
し
た
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
の
俳
句
欄
「
日
本
俳
句
」
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
統
合
が
強

制
的
な
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、一
つ
の
俳
句
雑
誌
に
二
つ
の
中
心
が
あ
っ
た
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
。
戦
後
、『
日
本
俳
句
』

は
当
然
の
よ
う
に
分
裂
、
井
泉
水
は
昭
和
21
年
6
月
、「
再
建
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
」（
二
月
十
一
日
執
筆
）
と
題
し
た
宣
言

を
し
て
『
層
雲
』
を
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
文
章
に
つ
い
て
は
次
節
で
改
め
て
触
れ
た
い
。
一
碧
楼
は
、
経
済
的
理
由
や

3
　『
自
由
律
』
の
創
刊
と
生
活
の
自
然
詩
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健
康
面
か
ら
す
ぐ
に
は
『
海
紅
』
の
復
活
を
果
た
せ
ず
、
西に
し

垣が
き

卍ま
ん

禅ぜ
ん

子じ

を
中
心
と
し
た
『
陸
』
と
提
携
し
て
昭
和
21
年

3
月
『
自
由
律
』
を
創
刊
す
る
。『
陸
』
は
、
卍
禅
子
『
俳
誌
稿
』、
原
鈴
華
『
碧
雲
』、
杉
山
田
庭
『
露
』、
宇
野
竹
緒

『
鳴
草
』、
加
藤
花
臥
衣
『
サ
ン
デ
ウ
』、
内
田
南
艸
『
多
羅
葉
樹
下
』、
朝
倉
九
鵞
子
『
白
塔
』、
奥
村
四
弦
人
『
北
斗
』

の
八
誌
が
『
俳
句
日
本
』
創
刊
以
前
に
統
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
碧
雲
』
は
第
二
章
で
詳
し
く
ふ
れ
る
が
、
私
は

ほ
か
の
雑
誌
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

　
『
自
由
律
』
は
発
行
人
中
塚
直
三
（
一
碧
楼
）、
編
集
人
西
垣
隆
満
（
卍
禅
子
）
で
あ
る
が
、
事
実
上
は
卍
禅
子
に
あ
っ

た
と
、
尾
崎
騾
子
著
『
中
塚
一
碧
楼
研
究
』（
昭
和
51
・
海
紅
同
人
句
録
社
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
自
由
律
』
創
刊
号
は
、
同
人
作
品
欄
で
あ
る
「
第
一
輯
」
を
巻
頭
に
、
随
筆
二
（
松
宮
寒
骨
）、
俳
壇
無
駄
噺
（
淡
路

呼
潮
）、
句
評
（
妹
尾
美
雄
・
宇
野
豕
籙
）、
選
句
録
（
卍
禅
子
・
一
碧
楼
）、
新
人
は
か
う
し
た
意
味
で
新
俳
句
を
作
つ
て
下

さ
い
―
と
私
は
云
ふ
2
（
卍
禅
子
）、
指
針
を
記
す
13
（
一
碧
楼
）、
平
野
社
二
蓆
、
及
び
後
記
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

連
載
は
『
日
本
俳
句
』
か
ら
の
継
続
で
あ
ろ
う
。『
自
由
律
』
は
、
昭
和
21
年
12
月
31
日
の
一
碧
楼
の
没
後
に
『
海
紅
』

が
復
刊
し
た
昭
和
22
年
1
月
号
ま
で
出
さ
れ
た
。

　『
自
由
律
』
創
刊
号
「
第
一
輯
」
か
ら

　
『
自
由
律
』
創
刊
号
の
巻
頭
「
第
一
輯
」（
同
人
作
品
）
に
は
ど
の
よ
う
な
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

前
節
ま
で
紹
介
し
て
き
た
『
俳
句
人
』
掲
載
の
作
品
と
は
、
同
じ
自
由
律
と
い
っ
て
も
全
く
違
っ
た
世
界
で
あ
る
。
最

初
に
喜き

谷た
に
六り
っ
花か

と
細ほ
そ
谷や

不ふ

句く

と
い
う
、河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
た
新
傾
向
俳
句
時
代
以
来
の
古
老
俳
人
を
配
し
て
い
る
。

一
人
七
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
各
人
の
作
品
一
句
な
い
し
二
句
を
選
ん
で
あ
げ
て
み
る
。
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菊
に
佇
め
ば
雞
ど
も
雞
な
ら
ぬ
吾
を
囁
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
谷
六
花

む
き
栗
一
つ
二
つ
を
い
た
ゞ
く
そ
し
て
見
る
著
莪
の
葉
き
ほ
ひ　
同

晒
し
あ
る
糸
瓜
と
き
ど
き
に
叩
く
一
つ
の
石　
　
　
　
　
　
　
　
細
谷
不
句

も
み
く
ち
や
車
窓
ゆ
戸
塚
あ
た
り
が
鷺
四
ツ
五
ツ　
　
　
　
　
　
朝
倉
九
鵞
子

封
筒
は
つ
て
居
り
四
畳
半
一
つ
の
家
に
て
し
ぐ
れ
つ
つ　
　
　
　
森
林
五

薄
光
る
空
の
葡
萄
の
赤
葉
つ
や
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
一
鳴

蝙
蝠
、
平
和
産
業
の
灯
が
つ
き
は
じ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
豕
籙

花
に
も
落
日
お
ち
葉
を
焚
く
ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
田
東
谷

雪
晴
町
裏
は
紙
芝
居
屋
さ
ん
の
赤
い
鼻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
井
稗
人

こ
の
頃
さ
濁
り
雨
の
川
筋
も
腹
立
つ
こ
と
の
み　
　
　
　
　
　
　
関
口
比
呂
志

木
の
葉
降
る
昼
酒
は
か
な
し
き
一
つ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
野
龍

橇
曳
く
青
年
の
手
づ
な
張
つ
て
雪
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ず
き
ゆ
き
ひ
と

曇
つ
た
日
の
耕
作
悲
哀
の
雲
抱
き
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
谷
乙
山

歩
み
つ
づ
け
る
、
私
の
あ
な
た
の
ど
な
た
も
の
粉
雪　
　
　
　
　
早
川
昇

山
に
来
て
寝
る
遠
き
山
風
の
暗
き
窓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
柳
江

大
口
竈
立
て
老
い
て
ぴ
つ
た
り
と
瓦
焼
く
瓦
屋　
　
　
　
　
　
　
園
木
六
色
子

ち
い
ち
い
が
鳴
と
る
姉
さ
ん
冠
り
夜
業
の
粉
挽
臼　
　
　
　
　
　
南
畝
三
坡
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山
ぶ
だ
う
が
と
れ
て
そ
ん
な
お
ば
あ
さ
ん
と
バ
ス
中　
　
　
　
　
龍
田
真
魚

湯
呑
と
新
聞
と
そ
れ
だ
け
の
き
よ
ら
か
な
冬
朝　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
弥
太

木
を
伐
る
に
冷
え
て
来
て
吹
き
お
ろ
す
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
愛
水

山
へ
ゆ
く
猟
師
が
声
け
さ
田
の
う
す
ら
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
曙
山

そ
れ
は
一
つ
の
岩
の
か
た
ち
雁
来
紅
暮
れ
て
し
ま
ふ　
　
　
　
　
松
本
西
平

ふ
か
し
藷
の
冷
え
て
ゐ
て
句
誌
を
読
み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
根
尉
策

牛
小
舎
へ
牛
を
追
ひ
若
者
し
あ
わ
せ
な
肩
幅　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
秀

生
き
堪
へ
る
畝
々
泥
深
く
菜
を
間
引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
柊
坺

も
の
書
き
終
れ
ば
礼
を
い
ふ
妻
で
冬
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
田
雨
衣

朝
早
く
か
ら
山
鳩
な
く
炭
竈
の
け
ぶ
り
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
泰
山
楼

鴉
ま
な
こ
あ
り
あ
た
り
土
凍
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
紫
村

声
を
か
け
た
く
藷
の
葉
の
茂
り
藷
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ノ
瀬
水
楼

家
に
一
本
栗
の
木
あ
り
拾
ふ
に
ぬ
れ
て
ゐ
る
栗　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
碧
山
楼

農
家
の
朝
は
脱
穀
す
る
農
夫
と
霜
の
田
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
し
げ
る

藁
刈
り
終
へ
る
を
り
を
り
に
そ
ら
を
と
ぶ
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
は
る
を

崖
の
芒
枯
る
ゝ
山
み
ち
の
海
遠
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
大
畊

畑
の
薄
雪
山
羊
ば
か
り
鳴
い
て
雲
た
れ
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
秋
元
桜
水

草
の
び
ほ
う
け
こ
ゝ
の
向
日
葵
実
を
結
び
た
る　
　
　
　
　
　
　
藤
田
三
六
亭
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気
持
定
ま
り
て
地
の
石
蕗
黄
な
る
べ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
英
二

母
の
脊
が
み
え
冷
た
い
菜
葉
抜
い
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
光
王

病
め
る
友
を
り
枕
べ
り
に
我
を
り
冬
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
親
英

夜
の
ど
ぶ
ろ
く
の
徒
に
交
わ
ら
な
い
私
に
来
る
ひ
と
り　
　
　
　
佐
藤
禾
黄

な
に
言
ふ
こ
と
が
な
い
壕
に
落
葉
は
き
こ
む　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
秋
風
嶺

堪
へ
る
生
活
を
話
す
枇
杷
の
木
々
夕
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
行
雄

石
工
の
家
ひ
ろ
び
ろ
芒
ほ
ゝ
け
火
花
ち
ら
す
男　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
豁
山
人

田
の
面
暮
れ
て
来
る
満
月
の
少
し
上
り
村
人　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
牧
之
秋

わ
れ
も
た
れ
も
ゆ
く
に
霧
に
見
え
か
く
れ
す
る　
　
　
　
　
　
　
牧
田
雨
煙
樹

し
ら
す
干
し
そ
れ
を
い
ふ
明
ら
か
に
霜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
川
屈
人

草
が
刈
ら
れ
草
が
は
こ
ば
れ
る
空
間
秋
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
零
丁
子

横
付
け
の
舟
か
ら
籾
の
か
ま
す
を
運
び
て
男　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂
岱
風

仔
馬
は
ね
出
す
さ
ざ
ん
く
わ
の
花
さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
丸
古
吉

土
を
か
け
る
軽
く
か
け
る
気
持
麦
の
芽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
不
雪
郎

米
を
作
つ
て
米
を
作
つ
て
人
が
死
ぬ
芒
の
穂　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
南
海
城

懸
巣
が
鳴
く
を
落
葉
ふ
み
ふ
み
ゆ
く
小
径　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
文
生

製
本
工
場
少
女
多
く
銀
杏
の
葉
ゆ
つ
く
り
と
お
ち　
　
　
　
　
　
星
野
武
夫

甘
藷
の
葉
一
色
に
青
し
動
か
な
い
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
森
澤
潟
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冬
の
陽
の
色
が
大
根
の
太
き
が
泥
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口
朴
也

湖
鵜
を
る
秋
と
な
り
て
な
ん
ぼ
う
み
ず
う
み
深
く　
　
　
　
　
　
石
田
鳴
子

櫨
も
み
ぢ
散
る
山
を
後
ろ
と
ほ
く
来
し
思
ひ
に　
　
　
　
　
　
　
岡
本
影
薫

稲
架
に
稲
を
干
す
人
は
人
と
う
ご
く
日
ざ
し
に　
　
　
　
　
　
　
松
宮
磨
研

胸
突
く
秋
の
出
水
川
に
四
つ
手
を
張
つ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
我
楽

馬
に
尻
尾
あ
り
冬
の
日
じ
つ
と
し
て
ゐ
て
之
を
動
か
す　
　
　
　
水
谷
貞
二

月
代
の
雑
木
山
細
い
雑
木
が
冬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
居
泊
雨
川

霜
旦
川
迅
き
に
渡
し
に
一
人
の
つ
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
川
渓
花

夜
に
な
つ
て
そ
り
が
黑
く
見
え
て
そ
り
押
す
人　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
稲
市

唐
招
提
寺
を
は
な
れ
靴
の
泥
拭
ふ
秋
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
冬
三

葱
は
知
性
を
か
ん
じ
る
葱
を
む
き
そ
れ
を
煮
る　
　
　
　
　
　
　
吉
川
金
次

あ
ら
ゝ
ぎ
の
実
は
赤
い
頃
日
諏
訪
の
大
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
夜
潮

八
つ
手
の
花
が
咲
き
人
が
通
る
人
の
横
顔　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
白
路

家
の
う
ち
と
の
風
林
の
風
冬
近
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
内
柳
陀

独
居
今
日
も
長
畦
だ
い
こ
ん
畠
の
見
え
る
朝　
　
　
　
　
　
　
　
桔
梗
谷
椋
渓

鴨
打
ち
か
へ
る
山
は
そ
の
か
た
ち
に
て
く
れ
る　
　
　
　
　
　
　
筑
波
波
秀

冬
の
七
つ
星
落
ち
て
来
な
い
大
空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
矢
自
由
也

と
言
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
あ
は
れ
む
べ
き
彼
女
の
ゑ
り
ま
き　
　
　
山
崎
多
加
士
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わ
が
真
向
登
り
く
る
は
秋
日
の
阿
闍
梨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
蘇
来

き
び
し
く
く
ら
す
或
時
菊
見
れ
ば
美
し
と
見
る　
　
　
　
　
　
　
山
田
蒲
公
英

蝗
を
炒
る
と
て
厨
に
て
そ
の
人
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
鵞
水
城

牛
と
か
へ
る
秋
の
野
の
ひ
ろ
さ
を
う
し
ろ
に
す　
　
　
　
　
　
　
三
国
屋
自
省

ふ
た
り
く
ら
し
に
馴
れ
る
父
娘
さ
ざ
ん
く
わ
に　
　
　
　
　
　
　
浅
野
麗
水

冬
草
生
き
て
あ
り
白
い
鶏
と
白
い
兎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
満
巨
斗

冬
朝
淡
路
を
近
く
道
の
あ
る
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
莱
鶯
郎

雲
さ
む
し
芽
麦
の
丘
を
一
つ
こ
え
て
来
て
逢
へ
り　
　
　
　
　
　
谷
し
ん
い
ち

わ
が
こ
の
日
ゆ
く
所
あ
り
て
来
か
ゝ
り
し
茶
の
花
の
所　
　
　
　
福
島
一
思

枯
れ
が
れ
の
野
に
あ
り
て
そ
の
牛
の
胴
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
沢
華
芳

東
寺
の
塔
み
え
冬
あ
さ
雨
ふ
つ
た
あ
と
の
軒
並　
　
　
　
　
　
　
長
屋
青
橙

雨
降
り
公
孫
樹
葉
降
り
く
ら
し
居
る
に
石
の
佛
さ
ま　
　
　
　
　
渡
部
嫁
ケ
君

晴
れ
る
と
風
が
出
て
子
供
た
ち
と
麦
の
芽　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
貫
十
中
花

霜
し
ろ
き
気
兼
な
く
あ
る
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
亜
杜
子

秋
の
雨
降
る
𨿸
の
な
く
麦
秋
の
い
ろ
一
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
乙
吉

地
の
光
り
大
根
の
葉
二
な
ら
び
朝
や
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
宮
寒
骨

芒
の
穂
遠
く
山
あ
り
陶
房
か
ら
む
と
し
て
西
日　
　
　
　
　
　
　
岡
田
平
安
堂

食
ひ
つ
な
ぐ
日
々
の
雨
に
ぬ
れ
て
桜
の
太
芽　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
海
灯
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葭
の
穂
な
び
く
浮
草
は
向
ふ
の
岸
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
林
釜
村

冬
朝
め
し
を
く
ふ
母
あ
り
し
時
の
如
く
大
根
お
ろ
し
食
ふ　
　
　
高
橋
晩
甘

日
て
り
芒
を
刈
り
壕
を
埋
め
た
我
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
晴
星

道
を
仔
牛
引
張
る
男
と
粉
雪
に
降
ら
れ
つ
ゝ
ゆ
く
朝　
　
　
　
　
安
斎
桜
磈
子

け
ふ
和
平
来
塀
う
ち
枇
杷
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
尾
美
雄

枯
芒
鴉
は
鴉
の
子
を
連
れ
て
来
て
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
南
艸

わ
れ
ら
冬
木
と
共
に
あ
る
雲
が
夜
が
明
け
て
く
る　
　
　
　
　
　
中
塚
一
碧
楼

息
子
還
る
を
待
つ
霜
朝
家
の
戸
を
あ
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

老
母
寒
い
風
の
あ
り
夕
の
陽
萱
の
穂
に
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
垣
卍
禅
子

青
い
草
の
鉢
を
置
て
み
て
茶
台
に
み
ん
な
の
正
月　
　
　
　
　
　
同

　
以
上
は
、
同
人
作
品
欄
で
、
他
に
一
碧
楼
、
卍
禅
子
そ
れ
ぞ
れ
の
選
に
な
る
「
選
句
録
」
が
後
半
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
と
二
席
を
一
句
ず
つ
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
一
碧
楼
選

牡
蠣
を
剥
く
を
ん
な
ひ
と
り
海
あ
れ
ば
鷗
浮
び
て　
　
　
　
　
　
宮
本
夕
漁
子

増
毛
の
雪
嶺
雪
を
か
む
り
し
肥
桶
を
荷
な
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
二
一
郎
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卍
禅
子
選

宵
月
明
り
枯
れ
し
と
山
々
妙
高
見
え
て　
　
　
稲
垣
藪
柑
子

疎
開
わ
び
し
も
残
菊
時
雨
る
夜
毎
夜
毎
の　
　
久
野
仙
雨

　
宮
本
と
久
野
の
名
は
『
俳
句
三
代
集
』
別
巻
「
自
由
律
俳
句
集
」

（
昭
和
15
）
に
も
あ
り
、
宮
本
は
『
海
紅
』
同
人
、
久
野
は
様
々
な

結
社
を
へ
て
当
時
は
『
白
塔
』
同
人
で
あ
っ
た
。
作
品
か
ら
も
句

歴
を
感
じ
る
。

　
　

『自由律』第一巻七号
（昭和 21年 7月）

　
以
上
の
『
自
由
律
』創
刊
号
は
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
の
も
の
に
よ
っ
た
。
所
持
し
て
い
る
の
は
第
一
巻
七
号
（
昭

和
21
年
9
月
）
の
み
で
あ
る
。
発
行
人
、
編
輯
人
と
も
創
刊
号
と
同
じ
で
あ
る
。
発
行
所
も
同
じ
で
、
東
京
都
足
立
区

伊
興
町
狭
間
の
自
由
律
社
。
こ
の
住
所
は
、前
節
に
も
出
て
き
た
『
俳
句
往
来
』
第
二
号
掲
載
の
「
主
要
俳
人
住
所
録
」

に
よ
れ
ば
、
卍
禅
子
の
住
所
で
あ
る
。
自
由
律
社
が
後
に
新
俳
句
社
に
な
る
。
昭
和
35
年
、
彼
の
編
に
な
る
『
自
由
律

俳
句
文
学
史
』（
新
俳
句
講
座
第
一
巻
）
も
新
俳
句
社
刊
行
で
同
住
所
で
あ
る
。

　
表
紙
裏
か
ら
始
ま
る
「
第
一
輯
」
三
人
目
に
、『
碧
雲
』
主
宰
の
原
鈴
華
の
作
品
六
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
初
め

の
二
句
を
紹
介
す
る
。

梅
の
花
へ
月
が
出
て
水
仕
の
音
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菜
の
花
ほ
つ
ほ
つ
水
菜
洗
う
て
ゐ
る

戦
時
か
ら
日
常
へ

　
前
節
で
取
り
上
げ
紹
介
し
た
『
俳
句
人
』
の
作
品
が
終
戦
後
の
社
会
の
変
化
を
反
映
し
て
い
た
の
と
比
べ
る
と
、
戦

争
が
終
わ
り
、
戦
場
か
ら
故
郷
に
帰
り
本
来
の
生
活
に
も
ど
っ
た
人
々
の
平
穏
な
日
常
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
印
象

で
あ
る
。
僅
か
に
、
一
碧
楼
の
句
に
、
息
子
が
戦
場
か
ら
帰
る
の
を
待
つ
句
が
あ
る
の
と
、
用
の
な
く
な
っ
た
防
空
壕

に
落
ち
葉
や
芒
の
枯
れ
穂
を
捨
て
る
と
い
う
同
趣
の
句
が
二
つ
あ
る
く
ら
い
で
、
戦
争
の
影
や
、
戦
争
を
引
き
起
こ
し

た
側
へ
の
責
任
追
求
、
社
会
批
判
と
い
っ
た
面
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
と
い
う
杜
甫
の
詩

が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
作
品
群
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
G 

H 

Q
の
プ
レ
ス
コ
ー
ド
に
抵
触
す
る
作
品
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
面
も
無
視
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
戦
場
で
の
辛
い
経
験
は
心
の
奥
に
し
ま
い
こ
ん
で
、
と
も
か
く
も
貧
し
く
は
あ
る
が
必
死
に
働
い
て
生

活
を
立
て
直
そ
う
と
い
う
の
が
、
当
時
の
普
通
の
人
々
の
抱
い
て
い
た
思
い
な
の
か
と
思
う
。

　
句
集
『
砲
車
』
な
ど
で
、
戦
争
俳
人
と
し
て
名
声
を
得
た
長
谷
川
素そ

逝せ
い

が
、
軍
務
を
去
っ
た
後
は
『
ふ
る
さ
と
』
や

『
暦
日
』
で
、
本
来
の
自
然
派
の
俳
句
を
作
っ
た
の
と
も
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
自
由
律
の
作
品
は
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
花
鳥
諷
詠
と
は
違
う
が
、
生
活
の
中
の
自
然
詩
と
い
っ

て
よ
い
か
と
考
え
る
。
季
節
感
は
濃
厚
で
あ
り
、定
型
で
は
な
い
が
俳
句
と
し
て
読
ん
で
あ
ま
り
違
和
感
は
覚
え
な
い
。

『
俳
句
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
社
会
性
の
勝
っ
た
自
由
律
作
品
が
、
感
情
を
ぶ
つ
け
る
た
め
に
定
型
を
破
る
必
要
が
あ
っ

た
の
と
は
違
う
。
だ
が
、
な
ぜ
自
由
律
な
の
か
、
自
由
律
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
世
界
な
の
か
と
い
う
の
が
、
結
局
は
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自
由
律
俳
句
を
考
え
る
場
合
の
最
大
に
し
て
基
本
的
な
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
追
々
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
『
自
由
律
』
創
刊
号
の
「
編
輯
後
記
」
の
次
の
一
文
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
僕
達
の
新
装
し
た
姿
は
、
旧
来
の
読
者
に
は
兎
に
角
、
一
般
に
は
異
状
な
感
を
与
え
た
で
あ
り
ま
せ
う
。
こ
れ

か
ら
は
自
由
に
、
明
朗
に
僕
達
は
行
動
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
然
し
大
乗
的
に
は
―
も
と
も
と
俳
句
日
本
社

は
戦
争
に
依
つ
て
出
来
た
も
の
故
、終
戦
の
今
日
解
散
が
当
然
で
あ
る
と
云
へ
ま
せ
う
が
、実
は
遺
憾
な
の
で
す
。

そ
れ
は
「
和
す
る
心
」
と
云
ふ
心
の
持
ち
や
う
が
、
俳
壇
に
あ
つ
て
急
に
捨
て
ら
れ
て
よ
い
も
の
と
は
思
へ
な
い

か
ら
で
す
。
和
す
る
心
と
は
俳
諧
の
道
で
あ
り
、人
間
と
し
て
の
生
命
の
道
で
も
あ
り
ま
す
。
私
達
は
性
得
「
和
」

の
人
で
あ
り
た
い
。
真
に
人
生
を
清
ら
か
に
明
朗
に
生
き
や
よ
う
と
す
る
こ
と
、
即
ち
「
和
」
の
心
構
こ
そ
僕
達

の
真
実
で
あ
り
た
い
の
で
す
。

　
お
そ
ら
く
結
社
が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
俳
句
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
人
間
一
般
の
社
会
同
様
厄
介
な
存
在
で
も

あ
る
。
次
節
「
荻
原
井
泉
水
の
戦
後
の
出
発
」
で
も
、
こ
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　


